
　
東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖
ヶ
丘
中

学
高
校
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

自
校
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
教
師
の
資

質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
文
化
を
醸
成
し
て

き
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
７
年
度
に

管
理
職
や
各
教
科
主
任
か
ら
成
る
「
教
科
主

任
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
行
の
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
ど
う
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論

を
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
会
議

は
決
定
事
項
の
共
有
や
事
務
連
絡
が
中
心
だ

っ
た
が
、
教
科
主
任
会
は
教
師
間
で
議
論
す

る
場
だ
っ
た
。
取
り
組
み
を
主
導
し
た
出い

ず
お
か岡

由ゆ

う宇
先
生
は
、
そ
の
意
図
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』を
実

現
す
る
た
め
に
は
、生
徒
と
同
様
に
教
師
も

主
体
的
に
他
者
と
対
話
を
し
、内
発
的
に
自

ら
を
変
え
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、教
科
主
任
会
は『
言
い
た
い
こ

と
は
す
べ
て
言
う
』を
会
の
基
本
と
し
、教

職
歴
や
役
職
に
関
係
な
く
、自
分
の
考
え
を

出
し
合
え
る
場
に
し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
」

　
毎
月
の
教
科
主
任
会
を
１
年
間
継
続
し
た

結
果
、
18
年
度
か
ら
夏
季
休
業
中
に
行
う
生

徒
対
象
の
学
習
講
座
を
、「
教
師
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
い
と
感
じ
る
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
座
に
変
更
し
、
全
教
師
が
１
講
座
ず

つ
担
当
す
る
こ
と
に
し
た
。「
Ａえ

ー

知ち

探た
ん

Ｑき
ゅ
う

の

夏
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
初
め
て
の
そ
の
試
み

に
は
、
教
師
か
ら
期
待
と
と
も
に
戸
惑
い
の

声
も
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
出
岡
先
生
を
中

心
に
全
教
師
参
加
の
校
内
研
修
を
企
画
。
教

師
が
５
人
１
組
と
な
り
、
開
講
前
に
は
各
自

が
計
画
し
て
い
る
講
座
の
内
容
を
共
有
し
た

上
で
、
開
講
に
あ
た
っ
て
課
題
や
不
安
に
感

じ
て
い
る
点
を
洗
い
出
し
、
助
言
し
合
っ
た
。

そ
し
て
、
本
番
の
講
座
を
互
い
に
見
学
し
た

後
に
は
、手
応
え
や
振
り
返
り
を
報
告
し
、感

想
を
述
べ
合
い
、
今
後
の
課
題
を
共
有
し
た
。

　「
教
科
主
任
会
か
ら
新
た
な
試
み
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
全
教
師
で
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢

や
、
そ
れ
を
面
白
い
と
思
え
る
マ
イ
ン
ド
が

醸
成
さ
れ
、
教
師
間
で
学
び
合
う
文
化
の
創

出
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」（
出
岡
先
生
）

　
以
降
も
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
探
究
）
や
時
間
割
の
改
訂
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
校
内
研
修
を
行
い
、
地
域
密

着
型
の
探
究
学
習
や
45
分
間
×
７
コ
マ
の
時

間
割
の
改
訂
を
実
現
し
た
。

※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

「
主
体
的
・
対
話
的
」な
姿
勢
は

教
師
に
も
必
要

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
❶

注目ポイント

教
師
主
体
の
校
内
研
修
で
対
話
の
重
要
性
を
共
有
し
、

自
走
し
て
改
革
に
取
り
組
む
教
師
集
団
を
形
成

東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖ひ

じ
り

ヶが

丘お
か

中
学
高
校

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
た
会
議
・
研
修
を
機
に
、
対
話
型
の
校
内
研
修
を
行
っ
て
き
た
東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖
ヶ
丘
中
学
高
校
。

２
０
２
４
年
度
の
校
内
研
修
は
、「
自
校
の
中・
高
６
年
間
の
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、生
徒
へ
の
声
か
け
や
チ
ー
ム
担
任
制
な
ど
、様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
た
。

誰
も
が
率
直
に
考
え
を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
教
師
間
で
学
び
合
う
文
化
、
変
化
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
根
づ
い
て
き
て
い
る
。

事例2

管理職は課題提起や活動方針の提示をするの
みで、具体的な方策は教師間で議論して決定。

分からないことや課題はすぐに校内研修で取
り上げ、進むべき方向の目線合わせをする。

校内研修のコンセプトは「言いたいことはすべ
て言う」「明るく楽しく前向きに」。
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教
師
の
主
体
的
で
内
発
的
な
活
動
を
支
え

て
い
る
の
が
、
石い

し
と
び飛
一か

ず
よ
し吉
校
長
が
示
し
た
行

動
指
針
で
あ
る
「
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
」「
ス
ピ
ー

ド
」「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
＊
１
）」
だ
。

　「
魅
力
的
で
特
色
の
あ
る
学
校
と
な
る
た

め
に
は
、
教
育
内
容
の
独
自
性
、
つ
ま
り
教

師
の
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
社
会
の
変
化
を
敏
感
に
受
け
止
め
、
素

早
く
対
応
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
教
師
が
そ
れ
ら
を
発
揮
し
て
学
校
づ

く
り
に
ま
い
進
す
る
た
め
に
は
、
学
校
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
そ
の
３
つ
を
行

動
指
針
に
掲
げ
ま
し
た
」（
石
飛
校
長
）

　
管
理
職
は
、
課
題
提
起
や
活
動
方
針
の
提

示
を
す
る
の
み
で
、
具
体
的
な
方
策
の
検
討

は
教
師
に
任
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
24
年
度

の
中
学
１
年
次
に
チ
ー
ム
担
任
制
を
導
入
す

る
際
、
石
飛
校
長
は
そ
の
有
用
性
を
簡
潔
に

説
明
し
た
後
、
具
体
的
な
運
用
方
法
の
検
討

は
１
学
年
団
に
任
せ
た
。
そ
こ
で
、
校
内
研

修
の
テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
て
チ
ー
ム
担
任
制

を
取
り
上
げ
、
全
教
師
で
状
況
を
共
有
。
問

題
が
生
じ
た
場
合
は
解
決
方
法
を
同
研
修
で

議
論
し
て
１
学
年
団
の
実
践
を
支
え
た
。

　「
管
理
職
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、

現
場
に
取
り
組
み
を
一
任
す
る
こ
と
で
、
教

師
同
士
が
率
直
に
考
え
を
述
べ
合
っ
て
具
体

的
な
こ
と
を
決
め
る
場
が
必
然
と
な
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
教
師
間
の
学
び
合
い

を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
」（
石
飛
校
長
）

　
日
々
の
活
動
に
お
い
て
も
教
師
間
で
学
ぶ

機
会
が
あ
る
と
、
歌
田
裕ゆ

う

也や

教
頭
は
語
る
。

　「
朝
礼
や
学
期
初
め
の
校
長
の
講
話
、
保

護
者
会
で
の
進
路
指
導
部
長
の
話
、
探
究
学

習
で
の
教
師
の
指
導
ぶ
り
な
ど
の
中
に
も
、

教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
学

び
が
あ
り
ま
す
。
教
師
は
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

学
び
の
機
会
を
自
ら
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
管
理
職
と
し
て
は
、『
Ａ
先
生
の
授
業

を
見
に
行
っ
て
み
た
ら
？
』
な
ど
と
助
言
し
、

教
師
が
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　
24
年
度
は
、
授
業
研
究
や
模
擬
試
験
の
分

析
な
ど
、
教
科
指
導
に
関
す
る
校
内
研
修
の

ほ
か
に
、「
聖
ヶ
丘
の
６
年
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
探
究
学
習
を
通

じ
て
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能

力
や
、
５
～
10
年
後
の
学
校
経
営
な
ど
、
多

様
な
テ
ー
マ
で
議
論
す
る
校
内
研
修
を
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
た
（
写
真
。
Ｐ
．12
図

１
）。
そ
の
校
内
研
修
を
主
導
し
た
進
路
指

導
部
長
の
金か

ね

高た
か

護ま
も
る

先
生
は
、
実
施
の
背
景
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
22
・
23
年
度
の
校
内
研
修
は
、
探
究
学

習
や
新
教
育
課
程
の
運
用
に
つ
い
て
共
有
す

る
こ
と
が
中
心
で
、
教
師
間
の
対
話
が
一
時

停
滞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領

の
実
施
と
い
う
目
の
前
の
課
題
の
対
応
に
精

い
っ
ぱ
い
で
、
取
り
組
み
が
進
む
方
向
は
こ

れ
で
よ
い
の
か
、
ほ
か
の
先
生
は
ど
う
考
え

進
路
指
導
部
長

金
高
護 

か
ね
た
か
・
ま
も
る

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
英

語
科
。

進
路
指
導
部
探
究
基
幹
教
員

出
岡
由
宇 

い
ず
お
か
・
ゆ
う

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
国
語

科
。

高
校
教
頭

歌
田
裕
也 

う
た
だ
・
ゆ
う
や

同
校
に
赴
任
し
て
36
年
目
。

進
路
指
導
部
副
部
長

小
池
雄
一 

こ
い
け
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
数

学
科
。

中
学
教
頭

大
塚
聖
子 

お
お
つ
か
・
せ
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。

校
長石飛

一
吉 

い
し
と
び
・
か
ず
よ
し

同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。

写真　2024年６月、「生徒にとっての効果的な夏季休業期間の使
い方」をテーマに、生徒が夏季休業を有意義に過ごすために、教師
はどう声をかけるか、どんな仕かけを施せばよいかを語り合った。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

設
立
　
１
９
８
８
（
昭
和
63
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
弘
前

大
、
山
形
大
、
東
京
農
工
大
、
名
古
屋
工
業
大
、
琉
球
大
、

東
京
都
立
大
に
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、青
山
学
院
大
、

学
習
院
大
、
成
蹊
大
、
成
城
大
、
中
央
大
、
津
田
塾
大
、

東
京
理
科
大
、
日
本
女
子
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立
教

大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
１
６
人
が
合
格
。

行
動
指
針
は
、ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
、

ス
ピ
ー
ド
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
❷

＊１　誓約、約束、契約などを意味する言葉で、ビジネスでは、所属している組織・集団への貢献意欲を意味する言葉として使われている。

学
校
概
要

中・
高
６
年
間
の
デ
ザ
イ
ン
を

テ
ー
マ
に
、考
え
を
出
し
合
う

教
師
の
学
び
の
場
・
学
び
合
う
場
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て
い
る
の
か
な
ど
と
思
っ
て
も
、
聞
く
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
24
年
度
は

改
め
て
教
師
間
で
考
え
を
述
べ
合
い
、
本
校

が
進
む
べ
き
方
向
の
目
線
合
わ
せ
を
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
し
た
」　

　
例
え
ば
、
８
月
の
校
内
研
修
は
、
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
の
生
徒
へ
の
声
か
け
を
テ
ー
マ

に
、
５
人
１
組
で
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
実
施
し
た
。
ま
ず
、
メ
ン
バ
ー
が

１
人
ず
つ
教
師
役
と
な
り
、「
定
期
考
査
前
」

「
夏
季
休
業
前
」「
模
擬
試
験
の
帳
票
の
返
却

時
」「
Ｓ
Ｓ
Ｒ（
放
課
後
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
）

へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
」「
課
題
未
提
出
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
」
の
中
か
ら
１
つ
の
場
面
を

選
び
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
声
か
け

の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
ど

の
よ
う
な
声
か
け
が
よ
か
っ
た
か
、
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
意

見
を
出
し
合
っ
た
。
最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
が
気
づ
き
や
参
考
に
な
っ
た
声
か
け

な
ど
を
全
体
に
向
け
て
発
表
し
た
。

　「
課
題
未
提
出
者
に『
提
出
し
な
け
れ
ば
赤

点
に
な
る
よ
』と
い
っ
た
否
定
的
な
言
葉
を

か
け
て
も
、生
徒
の
学
習
意
欲
は
高
ま
る
ど

こ
ろ
か
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
言
葉
で
あ
れ
ば
生
徒
が
課
題
に
前
向
き
に

取
り
組
め
る
か
と
い
っ
た
視
点
で
意
見
を
出

し
合
っ
た
と
こ
ろ
、『
Ａ
先
生
は
生
徒
の
目
線

に
立
っ
て
こ
ん
な
に
熱
い
言
葉
を
か
け
る
の

か
』『
伝
え
る
内
容
は
同
じ
で
も
、こ
ん
な
切

り
口
が
あ
る
の
か
』
な
ど
と
、
メ
ン
バ
ー
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」（
金
高
先
生
）

　
10
月
の
校
内
研
修
は
、「
聖
ヶ
丘
の
５
年

後
、10
年
後
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、業
務

改
善
の
方
策
を
議
論
し
た
。ま
ず
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
、授
業
準
備
や
校
務
分
掌
、放
課
後

対
応
な
ど
、10
の
業
務
に
つ
い
て
、本
来
優
先

さ
せ
た
い
理
想
の
順
位
と
、
実
際
に
優
先
さ

せ
て
い
る
現
実
の
順
位
を
書
き
出
し
た
。
そ

の
順
位
を
集
計
し
、
理
想
と
現
実
の
差
が
大

き
い
業
務
を
洗
い
出
し
た
上
で
、
業
務
改
善

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
（
Ｐ
．13
図
２
）。

　「『
授
業
準
備
を
優
先
し
た
い
が
、
会
議
の

資
料
準
備
に
追
わ
れ
る
』
と
い
っ
た
現
状
が

浮
き
彫
り
に
な
り
、『
資
料
準
備
を
効
率
化

す
れ
ば
、
本
来
優
先
し
た
い
放
課
後
対
応
や

外
部
で
の
研
修
な
ど
の
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
』
な
ど
と
、
業
務
改
善
の
方
向

性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
25
年
度
の
校
内
研

修
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
の
対
応
策
を
具
体

化
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
」（
出
岡
先
生
）

　
17
年
度
か
ら
始
め
た
教
科
主
任
会
や
校
内

月 テーマ 議題 教師の意見のまとめ

５
月

聖ヶ丘の
６年を
考える

•中学校：生徒が宿題
に依存しない自主学
習の確立に向けたア
イデア出し。
•高校：ＧＴＺ（＊２）上
位者の割合をどう高
めるか。学校推薦型
選抜の指定校制を安
易に受けさせないた
めにどうすべきか。

•６年間の一貫性のある指標を設け、教師間で共
有する。
•生徒に嫌なことへの向き合い方を身につけさせ
る場が必要。
•教師の負担を考慮し、学校行事の見直しが必要。
•大学合格実績にはこだわるべき。生徒の学習意
欲を引き出す役割として、教師の声かけが重要
になる。
•生徒がより高みを目指せるよう、低学年の段階
からＧＴＺの意識を持たせたい。

６
月

生徒に
とっての
効果的な
夏季休業
期間
の使い方

•夏季休業期間の効果
的な使い方は？　あ
らゆる面で、生徒が
長期休業をどのよう
に使うとよいか。

•毎日の学習習慣の定着は必要。各教科・科目が
出す課題の量の把握が重要。
•生徒が学習意欲を高める仕かけがなければ、課
題を出しても意味がない。
•提出日をこまめに設けたり、テストを実施した
りと、丁寧に支援すべき。
•生徒は学習に部活動にと忙し過ぎ。ゆっくり休
むことも大切ではないか。
•読書をし、様々なことを考えてほしい。特に中
学生は進路について考えさせたい。

７
月

チーム
担任制

•チーム担任制の目的、
意義、メリットにつ
いて。
•生徒や学校行事への
担任のかかわり方に
ついて。

•チーム内での情報共有意識の向上。不安感の軽
減につながる。
•学校行事や担任制など、固定観念にとらわれな
いシステムの構築。
•複数の教師が生徒を見取ることで、取りこぼす
ことなく支援することができる。
•チームを指揮する学年主任の責任は増えるが、
取り入れるべき。

※学校資料を基に編集部で作成。

建
設
的
な
議
論
の
土
台
は
、

「
生
徒
の
た
め
に
」と
い
う
思
い

学
び
の
過
程
で
の
教
師
の
自
己
開
示

＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。

2024年度の校内研修のテーマと概要（抜粋）図１

　同校は教師の資質・能力の向上や自己研鑽を促すことを目的とした表彰制度「聖
賞」を設けている。それは、校長と教頭、校長が指名した評価者が、学校運営や
学習指導、校務分掌、保護者対応など、多様な分野で貢献した教師７人を選出し、
報奨金を支給する制度だ。これまで、校務支援システムを調整して業務の効率化
に貢献した教師などが表彰された。石飛校長は同制度について次のように語る。
　「管理職以外の評価者を設けたのは、管理職の目が届かないところで学校に貢献
している教師も漏れなく評価するためです。地道に努力している教師の姿を周囲
は見ていますから、表彰される教師に対して皆、納得感があるようです。教師の努
力を丁寧に見取ることで、どのような場でも教師が個性や強みを発揮して、全力
で自分の仕事に打ち込める環境をこれからもつくっていきたいと思っています」

教師の努力をたたえる表彰制度「聖
ひじり

賞」C o l u m n
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研
修
を
通
じ
て
、対
話
の
有
用
性
が
教
師
間

に
浸
透
し
て
い
っ
た
た
め
、以
降
の
校
内
研

修
も
、教
科
主
任
会
の
場
の
基
本
と
し
た
「
言

い
た
い
こ
と
は
す
べ
て
言
う
」を
踏
襲
し
つ

つ
、「
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に
」を
モ
ッ
ト

ー
に
対
話
を
重
ね
て
い
る
。校
内
研
修
へ
の

参
加
は
任
意
だ
が
、毎
回
ほ
ぼ
全
教
師
が
参

加
し
て
い
る
。大
塚
聖
子
教
頭
は
こ
う
語
る
。

　「
中
高
一
貫
校
と
し
て
は
小
規
模
な
本
校

で
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
様
々
な
役
割
を

担
い
、
皆
で
学
校
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
担
当
業

務
以
外
の
課
題
に
つ
い
て
も
自
分
事
と
し
て

議
論
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
研
修
が
終
わ
っ
た
後
も
参
加
者
は
、「
あ

の
発
言
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
し
た
の
で
す

か
」
な
ど
と
尋
ね
て
、
議
論
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
よ
う
と
す
る
光
景
は
珍
し
く
な
い
。

　「
誰
も
が
率
直
に
考
え
を
述
べ
る
た
め
、熱

の
入
っ
た
議
論
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、『
生
徒
の
た
め
に
』と
い
う
思
い
は
ど

の
教
師
も
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、単
な
る
言

い
合
い
で
は
な
く
、建
設
的
な
議
論
が
で
き

て
い
ま
す
。
本
音
を
出
せ
て
い
る
か
ら
か
、

同
僚
へ
の
愚
痴
や
不
満
が
聞
か
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
」（
出
岡
先
生
）

　
そ
う
し
た
校
内
の
雰
囲
気
を
受
け
て
、
変

容
し
て
い
っ
た
教
師
も
い
る
。
進
路
指
導
部

副
部
長
の
小
池
雄
一
先
生
も
そ
の
１
人
だ
。

　「
以
前
は
自
分
が
身
を
引
け
ば
、
そ
の
場

が
丸
く
収
ま
る
と
考
え
、
自
分
の
考
え
を
出

し
切
ら
ず
に
研
修
を
終
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
議
論
が
停
滞
し

た
り
、
表
面
的
な
議
論
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
の
考
え

を
最
後
ま
で
述
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本

校
に
は
安
心
し
て
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る

雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合

っ
て
も
否
定
的
な
思
い
を
持
た
ず
、
む
し
ろ

相
手
の
考
え
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
課
題
に
対
す
る
共
通
認
識
が
持
て

る
よ
う
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
議
論
が
、
結
果
的
に
取
り
組
み
の
質
を
高

め
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
小
池
先
生
）

　
以
上
の
よ
う
な
対
話
型
の
校
内
研
修
に
よ

り
、
教
師
間
で
学
び
合
い
、
教
師
の
資
質
・

能
力
の
向
上
に
努
め
る
文
化
が
定
着
し
て
き

た
。
新
し
い
教
育
手
法
を
学
ぼ
う
と
、
校
外

の
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
、
自
己
研
鑽
に
努

め
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
教
師

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
変
化
を
恐
れ

な
い
姿
勢
だ
。
例
え
ば
、
探
究
学
習
に
後
ろ

向
き
だ
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
、
校
内
研
修

や
探
究
学
習
の
指
導
を
重
ね
る
中
で
探
究
学

習
の
意
義
を
理
解
し
、
校
内
研
修
で
探
究
学

習
の
重
要
性
を
熱
く
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
以
前
は
過
去
の
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ

て
、『
取
り
組
み
を
変
え
る
必
要
は
な
い
』
と
、

新
し
い
取
り
組
み
を
か
た
く
な
に
受
け
入
れ

な
い
教
師
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
校
内
研

修
で
教
師
一
人
ひ
と
り
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
り
、
一
緒
に
勉
強
し
た
り
す
る
う
ち

に
、『
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
』と
い
っ

た
意
識
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
学
び
を

重
ね
て
い
け
ば
、
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
金
高
先
生
）

　
25
年
度
の
校
内
研
修
は
前
述
の
通
り
、
24

年
度
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、「
中
・
高
６
年
間
の
学
び
の
デ
ザ
イ
ン

を
具
体
化
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
論
を
重

ね
て
い
く
予
定
だ
。
そ
し
て
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
し
て
、
教
師
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

研
修
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
と
、
金
高
先
生

は
意
気
込
む
。

　「
24
年
度
の
校
内
研
修
は
進
路
指
導
部
が

議
題
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
25
年
度
は
、

教
師
が
持
っ
て
い
る
課
題
を
基
に
議
題
を
決

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
走
し
、

学
び
合
う
教
師
集
団
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
校
内
研
修
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
金
高
先
生
）

※学校資料を基に編集部で作成。

❶10の業務について、本来取り組みたい優先順位と現実に優先させている
順位を、グループごとに書き出す。

❷順位を集計したデータから読み取れることを共有する。 
• 現実の優先順位は４年前とほぼ変わらず、理想には遠い。改善すべきと

分かっていながら４年間変わっていない現状を振り返る必要がある。 
• 理想と現実との差が最も大きく、負担になっている「資料準備」の効率化

が急務。ペーパーレス化や、校務文書のフォーマット化などが必要。 
• 「放課後対応」「外部スキルアップ」の時間の確保。

❸目指す方向性や改善策を出し合う（以下は主な意見）。 
• 教師個々の資質・能力の向上は、すべての教育活動・業務につながるため、

重要。
• 生徒ファーストで動くためにも、方針を共有する場をもっと持ちたい。
• 教師が健康的に働くためにも、業務のスリム化は必須。
• 「私たちは〇〇な生徒を育てている」と、教師全員が胸を張って言える状

況をつくりたい。
• コミュニケーションアプリを導入し、業務連絡の効率化を図る。教師以外

でも可能な業務は、外部委託を検討すべきではないか。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

変
化
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
定
着

教
師
の
変
化
と
今
後
の
課
題

校内研修「聖ヶ丘の５年後、10年後を考える」図２
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